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「産業の米」の品質
支える現場力

株式会社 NTN金剛製作所

5
Made in Kawachinagano

1自社で開発した生産システムを利用して生産性と品質の向上
を追求　2「NTN」のロゴマークが刻印されたラジアルボール
ベアリング　3製品などを説明する山中和彦社長　4ベアリン
グユニット（写真奥）などの主力製品

※鍛造：プレス機で大きな圧力をかけて内
輪、外輪の形をつくること。旋削：削って、
およその形と寸法にすること。研削：摩擦
を少なくするように表面を磨き上げること。

　

あ
ら
ゆ
る
機
械
の
回
転
部
を
支
え

る
ベ
ア
リ
ン
グ
（
軸
受
け
）
の
大
手

メ
ー
カ
ー
・
Ｎ
Ｔ
Ｎ
。
そ
の
生
産
拠

点
の
一
つ
、
金
剛
製
作
所
で
は
、
自

動
車
を
は
じ
め
、
産
業
・
農
業
機
械

向
け
の
製
品
な
ど
を
幅
広
く
手
掛
け

て
い
ま
す
。「
縁
の
下
の
力
持
ち
」。

山や
ま

中な
か

和か
ず

彦ひ
こ

社
長
が
こ
う
表
現
す
る
通

り
、
身
の
回
り
の
様
々
な
機
械
や
装

置
に
そ
の
技
術
が
確
か
に
組
み
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

ベ
ア
リ
ン
グ
の
精
度
は
ミ
ク
ロ
ン

（
１
０
０
０
分
の
１
㍉
）以
下
の
世
界
。

鍛
造
や
旋せ

ん

削さ
く

で
形
を
整
え
、
熱
処
理

を
施
し
た
後
、
表
面
と
軌
道
溝
を
研け

ん

削さ
く

し
、
内
輪
と
外
輪
の
間
に
転
動
体

（
鋼
球
）を
入
れ
組
み
立
て
る
―
―
。

同
社
の
原
点
、「
ラ
ジ
ア
ル
ボ
ー

ル
ベ
ア
リ
ン
グ
」（
下
図
参
照
）
の

製
造
工
程
で
は
、
最
先
端
の
技
術

を
駆
使
し
た
設
備
の
自
動
化
・
省

力
化
に
よ
り
、
生
産
性
と
品
質
の

向
上
を
追
求
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

様
々
な
形
状
と
材
質
の
軸
受
箱
を

組
み
合
わ
せ
た
「
ベ
ア
リ
ン
グ
ユ

ニ
ッ
ト
」
は
、
取
り
付
け
が
容
易

に
で
き
る
た
め
、
産
業
機
械
分
野

な
ど
で
活
躍
。
中
で
も
、
代
表
的

な
形
の
「
ピ
ロ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
」
は

昭
和
30
年
代
か
ら
手
掛
け
る
製
品

で
、
同
52
年
に
製
造
を
開
始
し
た

自
動
車
用
の
「
ク
ラ
ッ
チ
レ
リ
ー

ズ
ベ
ア
リ
ン
グ
」
と
と
も
に
、
グ

ル
ー
プ
内
で
同
社
が
そ
の
生
産
を

一
手
に
引
き
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
う
し
た
生
産
を
支
え
て
い

る
の
は
『
現
場
力
の
強
さ
』。
従

業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
さ

と
、
自
由
に
意
見
を
言
い
合
え
る

風
土
は
わ
が
社
の
誇
り
で
す
」
と

山
中
社
長
は
胸
を
張
り
ま
す
。
現

場
で
は
、
材
質
の
変
化
に
対
応
し

特
殊
な
熱
処
理
を
標
準
化
さ
せ
る

な
ど
、
独
自
に
開
発
し
た
設
備
を

使
っ
て
、
こ
こ
に
し
か
な
い
ノ
ウ

ハ
ウ
を
日
々
蓄
積
し
て
い
ま
す
。

　

ベ
ア
リ
ン
グ
に
求
め
ら
れ
る
性

能
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。「
今
後
も
供
給
体
制
を
整
え
、

選
ば
れ
る
企
業
を
目
指
し
た
い
」

と
山
中
社
長
。
同
社
は
現
場
力
を

武
器
に
、
ベ
ア
リ
ン
グ
が
秘
め
る

力
を
引
き
出
し
な
が
ら
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
を
支
え
続
け
ま
す
。

株式会社
 NTN金剛製作所
1925年創業。２年後、市内
に移転し、金剛ベアリング
㈱に改称。61年に東洋ベア
リング製造㈱と業務提携し、
89年に現在の社名に。地域
とともに歩む企業を目指し、
社会貢献、自然環境保護活
動にも参画。滝畑地区で間
伐や植樹に取り組む。
http://www.ntn-kongo.
co.jp

外輪
内輪転動体

軸に対して上から
加わる力（ラジア
ル荷重）を支えな
がら、スムーズに
回転することが
求められます。


